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新型コロナワクチン接種情報新型コロナワクチン接種情報
　町新型コロナワクチン接種対策チームから、ワクチン接種についてお知らせします。

接種関連の
ホームページへ

■問い合わせ先…町新型コロナワクチン接種対策チーム（保健センター内）　察34-9808

令和５年秋開始接種について

　９月に始まる「令和５年秋開始接種」は、下記の通り実施する予定です。接種費用は無料です。

令和５年春開始接種は８月末で終了します
　５月８日から実施している「令和５年春開始接種」は、８月31日（木）で終了します。ただし、初回接種

（１・２回目）は、これまで通り継続します。接種歴などが不明な場合は、問い合わせてください。

接種対象者 初回接種（１・２回目）を終了した５歳以上　※接種時点の年齢

接種時期・接種回数 接種時期：９月～ 12月　 接種回数：１回

接種券

　接種が可能となる時期に合わせて８月下旬以降に送付予定です。以下に該当する人へは既に

接種券を送付しているため、新たに接種券は送付しません。

　①これまでにオミクロン株対応ワクチン接種を受けていない人

　②令和５年春開始接種の接種券が届いた人で、ワクチン接種を受けていない人

接種方法・接種場所
集団接種：長島体育館

個別接種：一関市内の一部個別医療機関

使用するワクチン XBB.1系統の成分を含有する１価ワクチン

その他
　接種開始時期などは現時点で国から示されていないため、分かり次第、詳細を町ホームペー

ジと町広報でお知らせします。

第
62
回
平
泉
芭
蕉
祭

全
国
俳
句
大
会

　

当
町
と
ゆ
か
り
の
深
い
俳

人
・
松
尾
芭
蕉
を
し
の
ぶ
「
第
62

回
平
泉
芭
蕉
祭
全
国
俳
句
大

会
」
を
６
月
29
日
、
中
尊
寺
で
開

催
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

　

今
回
は
、
応
募
句
の
部
に
全

国
か
ら
８
８
８
句
、
当
日
句
に

１
９
４
句
、
小
中
学
校
の
部
に

町
内
か
ら
６
１
１
句
、
県
内
（
町

外
）
の
部
に
は
49
句
の
投
句
が

集
ま
り
、
次
の
作
品
が
特
選
に

輝
き
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
の
部

は
、
町
内
小
中
学
校
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
句
の
部

　
特
選

【
渡
辺
誠
一
郎
先
生
選
】

　

天　
　

草
い
き
れ
不
意
に
濃
く
な
る
蝦え

み

し夷
の
血　

 

加
藤
健
一
郎（
青
森
市
）

　

地　
　

古
代
蓮
一
花
の
な
か
に
あ
る
浄
土　

     

三
島　

黎れ

い

こ子（
紫
波
町
）

　

人　
　

た
ん
ぽ
ぽ
を
摘
ん
で
母
か
ら
離
れ
ゆ
く　

 

小
野
寺
束つ

か

子こ

（
一
関
市
）

【
白
濱
一
羊
先
生
選
】

　

天　
　

人
を
待
つ
リ
ラ
の
匂
ひ
の
濃
き
と
こ
ろ　

 

宍
戸　

幸ゆ

き

え江（
大
崎
市
）

　

地　
　

落
し
文
い
く
つ
も
拾
ふ
義
経
堂　
　
　

 　

小
栗
不ふ

じ

み

死
実（
一
関
市
）

　

人　
　

旅
終
へ
し
ご
と
ふ
ら
こ
こ
を
降
り
に
け
り 　

郡
司　

山
吹（
奥
州
市
）

【
小
畑
柚
流
先
生
選
】

　

天　
　

古
代
蓮
一
花
の
な
か
に
あ
る
浄
土　

     

三
島　

黎
子（
紫
波
町
）

　

地　
　

旅
人
と
呼
ば
れ
一
夜
の
春
惜
し
む　
　
　

 

西　
　

史ふ
み
の
り紀（

長
崎
市
）

　

人　
　

蛍
火
は
武
者
ら
の
魂
か
古
戦
場　
　
　
　

 

岩
谷　

塵じ
ん
が
い外（

秋
田
市
）

【
小
林
輝
子
先
生
選
】

　

天　
　

黄
蓮
の
花
の
瞬
く
蓮
台
野　
　
　
　
　
　

 

岩
渕　

洋
子（
平
泉
町
）

　

地　
　

藤
原
祭
馬
の
尻
尾
を
三
つ
編
み
に　
　
　

 

岩
渕　

洋
子（
平
泉
町
）

　

人　
　

哭
ま
つ
り
散
華
ひ
ら
り
と
燕
来
る　
　
　

 

中
村
セ
イ
子（
奥
州
市
）

【
照
井
翠
先
生
選
】

　

天　
　

炎
ほ
む
ら

よ
り
生
れ
し
浄
土
や
松
の
芯　
　
　

   

佐
藤　

光
枝（
一
関
市
）

　

地　
　

鷹
鳩
と
化
し
て
戦
禍
の
地
を
目
指
す　
　

 

兼
平　

玲
子（
盛
岡
市
）

　

人　
　

涅
槃
図
の
嘆
き
に
吾
も
入
り
た
く　
　
　

 

佐
藤　

年と
し
す
え末（

奥
州
市
）

【
成
田
一
子
先
生
選
】

　

天　
　

金
鶏
山
も
ろ
と
も
雉
の
ほ
ろ
ろ
打
つ　
　

 

岩
渕　

正
し
ょ
う
り
き力（

奥
州
市
）

　

地　
　

新
し
き
み
ち
の
く
へ
ま
た
耕
せ
り　
　
　

 

佐
々
木
克か

つ

ろ

う

だ

狼
駄（
大
崎
市
）

　

人　
　

百
才
の
選
ぶ
い
ろ
い
ろ
種
袋　
　
　
　
　

 

渡わ
た
な
べ部　

容
子（
一
関
市
）

■
当
日
句
の
部

　
特
選

【
渡
辺
誠
一
郎
先
生
選
】

　

一
席　

青
葉
闇
抜
け
て
浄
土
や
光
堂　
　
　

 　
　

岩
渕
眞
理
子（
平
泉
町
）

　

二
席　

卵ら
ん
か
い塊

を
小
枝
に
預
け
青
蛙　
　
　
　

 　
　

熊
谷　

房
子
（
気
仙
沼
市
）

　

三
席　

玉
葱
を
世
界
遺
産
の
空
に
干
す     　
　

小
野
寺
昭
次（
奥
州
市
）

【
白
濱
一
羊
先
生
選
】

　

一
席　

沙
羅
の
花
い
つ
も
淋
し
い
耳
の
う
ら　
　

 

羽
藤　

焼
し
ょ
う
せ
き石（

奥
州
市
）

　

二
席　

万
緑
や
楚
石
に
人
の
積
む
小
石    　
　

森　
　

正
江（
一
関
市
）

　

三
席　

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
や
い
や
期
な
り
五
月
晴
れ　

加
藤
無
辺
子（
宮
城
県
）

【
小
畑
柚
流
先
生
選
】

　

一
席　

祈
る
た
び
散
華
と
な
ら
む
古
代
蓮　
　

 
熊
谷　

房
子
（
気
仙
沼
市
）

　

二
席　

今
昔
の
夢
を
転
が
し
ほ
と
と
ぎ
す　
　

 

三
浦　

寿
子（
一
関
市
）

　

三
席　

千
年
の
杉
の
秀
に
舞
ふ
梅
雨
の
蝶 　
　

木
村　

一
枝（
大
崎
市
）

【
小
林
輝
子
先
生
選
】

　

一
席　

玉
葱
を
世
界
遺
産
の
空
に
干
す　
　
　
　

小
野
寺
昭
次
（
奥
州
市
）

　

二
席　

祈
る
た
び
散
華
と
な
ら
む
古
代
蓮　
　
　

熊
谷　

房
子
（
気
仙
沼
市
）

　

三
席　

五
月
雨
も
過
客
平
泉
の
日
な
り　
　
　
　

兼
平　

玲
子（
盛
岡
市
）

【
照
井
翠
先
生
選
】

　

一
席　

今
昔
の
夢
を
転
が
し
ほ
と
と
ぎ
す 　
　

三
浦　

寿
子（
一
関
市
）

　

二
席　

み
ち
の
く
の
深
き
恨
み
も
万
緑
に　
　

 

中
村　

宮
子（
新
潟
市
）

　

三
席　

草
い
き
れ
吸
は
せ
て
み
た
き
木
乃
伊
か
な　
　

齋
藤　

雅
博
（
盛
岡
市
）

【
成
田
一
子
先
生
選
】

　

一
席　

玉
葱
を
世
界
遺
産
の
空
に
干
す　
　
　

 

小
野
寺
昭
次（
奥
州
市
）

　

二
席　

音
の
し
て
も
り
靑
蛙
卵
生
む　
　
　
　

 

藤
野　

尚
之（
登
米
市
）

　

三
席　

沙
羅
の
花
い
つ
も
淋
し
い
耳
の
う
ら　

 

羽
藤　

焼
石（
奥
州
市
）

■
児
童
・
生
徒
の
部

【
平
泉
小
学
校
】

　

特
選　

千
年
の
栄
華
を
お
も
う
蓮
の
花　
　
　
　

  　

佐
々
木　

蓮（
６
年
）

　

特
選　

セ
ミ
は
な
く
み
じ
か
い
い
の
ち
は
て
る
ま
で   

千
葉　

蒼
士（
４
年
）

　

特
選　

き
れ
い
だ
な
し
だ
れ
ざ
く
ら
と
あ
お
い
そ
ら    

千
葉　

華
穂（
４
年
）

【
長
島
小
学
校
】

　

特
選　

ド
キ
ド
キ
の
に
ゅ
う
が
く
し
き
へ
ん
じ
す
る　

 　

三
浦　

悠
花（
１
年
）

　

特
選　

須
川
山
本
寺
ぎ
つ
ね
夏
近
し　
　
　
　
　
　

千
葉
彩
加
里（
３
年
）

　

特
選　

も
も
色
が
緑
に
変
わ
る
穀
雨
か
な　
　
　
　
　

加
藤　

実
咲（
６
年
）

【
平
泉
中
学
校
】

　

特
選　

藤
原
の
思
い
と
共
に
か
ど
び
も
ゆ　
　

 　

齋
藤　

蒼
彩（
１
年
）

　

特
選　

夏
空
に
響
く
鐘
の
音
中
尊
寺      　
　
　
　

西
米　

彩
花（
３
年
）

　

特
選　

菜
の
花
に
見
送
ら
れ
つ
つ
通
学
す   

　
　

及
川　

二
子（
１
年
）

心
静
か
に
一
句

寄稿

ふ
る
さ
と
平
泉
会
か
ら

総
会
・
懇
親
会
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
、30
周
年
祝
う

　

４
年
ぶ
り
と
な
る
、
ふ
る
さ
と
平

泉
会
総
会
・
懇
親
会
を
６
月
24
日
、
都

内
の
東
天
紅
上
野
店
で
開
催
し
ま
し

た
。
平
成
５
年
５
月
の
本
会
設
立
か
ら

30
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
約
90
人
が
集
ま
り
、
来
賓
と

し
て
青
木
町
長
、
髙
橋
町
議
会
議
長
、

升
沢
町
議
会
副
議
長
、
千
葉
力
男
平
泉

観
光
協
会
長
、
髙
橋
幸
喜
平
泉
商
工
会

長
、
菅
原
光
聴
中
尊
寺
執
事
長
、
千
葉

秀
覚
毛
越

寺
執
事
長

ほ
か
多
数

出
席
い
た

だ
き
ま
し

た
。

　

総
会
に

先
立
ち
、

こ
の
４
年

間
で
亡
く

な
っ
た
岩

渕
夏
雄
、

菅
原
六
郎

両
幹
事
を

し
の
ん
で

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

総
会
冒
頭
で
西
村
専
次
会
長
は
、
会

長
就
任
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
で
西
村
会

長
、
浅
利
日
和
幹
事
長
ら
が
再
任
さ
れ

た
ほ
か
、
新
た
な
副
会
長
に
鈴
木
孝
夫

さ
ん
、
監
事
に
佐
々
木
忠
彦
さ
ん
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
高
橋
智
副
会
長
と
千
葉

壯
二
郎
監
事
は
退
任
し
、
と
も
に
顧
問

と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
設
立
30
周
年
記
念
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
菊
詩
会
に
よ
る
日
本

民
謡
・
津
軽
三
味
線
の
演
奏
や
踊
り
で

盛
り
上
が
り
、
中
尊
寺
と
毛
越
寺
両
執

事
長
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

髙
橋
商
工
会
長
の
乾
杯
の
発
声
で

喉
を
潤
し
、
参
加
者
は
久
々
の
再
会
を

喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
語
り
合

う
皆
さ
ん
の
姿
を
写
真
に
収
め
な
が

ら
、
改
め
て
ふ
る
さ
と
平
泉
会
の
良
さ

を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
文
責

　
副
会
長
・
伊
藤
政
人
）


